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師走と総選挙が重なったためまことにあわたNしい街の様相となりをしたo

会員の皆さんも、さぞかしお忙しい毎日をお過しのこととお察しいたしますo

さて、NORCも長い間の居候生活からようやく脱出して、新春の1月中旬

から所も同じ虎ノ門に、さ良やかながら単独事務所を開設する運びとなりまし

たoいままでは日本海事広報協会のご好意に甘えて|司居をさせて頂いておりま

したが、12月には同協会の年末斗争ストライキの煽りによって、このニュー

スの発行が遅延するなどの影響を受け交したoしかし､とれからはそうした懸念もな

くなるばかりで左く、交通も便利であり、（本誌記事参照）会員のご参集にも

気兼ねが要りませんので、大いにご活用願えるものと期待いたしておりますo

本年は、すでに「ちたⅢ」「白雲」左ど長期国際グルージングに従事し、今

回も新鋭艇「VAGO」が雄躍シト．ニー、ホバート、レースに出場する等、太

平洋シングルハント・横断レースの実施を初めとして、NORCの国際的進出も

華々しいものがあり室す○これに平行して関東支部及び東海支部が会員の資質

の向上を画して、種々の講習会を計画していることは、NORC発展のため、

大いに時宜を得たものと心から歓迎する次第であります○

？
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1本部

1．第17回理事会開催報告

矛16回理事会才2号議案において日時か決定され主として、安全規則の改正案を審議す

る目的をもってこの理事会は開催され、健康を恢復された関谷会長をはじめ、遠く内海、京

都、東海の各支部より5名の理事か出席し、下記により有意義に議事は審議された。

記

日時昭和44年10月4日（土）1350～17’30

場所東京都港区芝琴平町35日本沿拍クラブ

出席者関谷健哉大儀見薫飯島元次高村信横山晃外山賢三

関根久吉谷竜一角田博丹羽由昌井上正春穎川三郎

松木哲計13名

委任状5通

審議議案

矛1号議案諸規則の改正について

（1）安全規則

（2）レース規則

（3）計測規則

矛2号議案定款矛7条による入会者の承認について

矛3号議案各支部提案事項について

2．本部連絡事項

（1）関谷会長の喜寿を祝す．

関谷会長峰12月10日めでたく喜寿をお迎へになられますので、12月5日下期レ

ース表彰式を期して、会員多数出席し心ばかりの記念品を贈呈して、ますますご壮健にて

斯界のためにご活躍下さいますようお祈り申し上げるとともに、お祝い申し上げました。

声エー

へ

へ



⑫）本部事務所の移転について

長い間（財）日本海事広報協会のご好意により船舶振興ピル6階の同協会内に事務所を

置かせていただいておりましたハこのたび現在の事務所から約10077@の所に、約11

坪ほどの事務所を借りることとなりましたので、皆様のご利用をお待ちいたします。

場所東京郡港区芝虎ノ門15虎ノ門ピル7階

入居予定昭和45年1月12日の予定
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旧）矛10回鳥羽パールレース会計報告

44．8．12

帆走委員長福吉信雄

収入

出艇申込料

申込遅延料

参加料（会員）

〃（一般）

伴走艇参加料（寅丸）

前夜祭〃
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68，000円

12,000

1'8，000

54,000

2,000

132，500

へ

263名×500

計 396，500円

支出

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

矛1回艇長会議借室料

真珠島前夜祭会費

傭船料（本部腱歓送艇、テンダー）

電話料（城ケ島特設、鳥羽度数料）

記録映写用フイルム（45本）

印刷費（帆走指示書、参加艇表、表紙）

〃（航跡図、レース成績表）

〃（現地案内パンフレット）

金比羅宮お札（参加艇配布用）

前夜祭用飲物代（ニッカウイスキー）

マイクロバス借料

謝礼金（楽団）

〃（清酒、心付）

ガソリン代

本部、東海事務連絡費

消耗品代

雑費

100，436円

3，000

132，500

33，000

4,560

57，600

2，000

3，020

14,000

3，500

23，185

19，991

12,000

15，660

9，396

10，778

4，790

7，400

一

計

差引出超額

456，816円

60,316円
一
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Ⅱ 関東支部－

1．1969年度冬期懇談会の経過について

実行委員向井七男也

NORC関東支部冬期懇親会は12月5日1830より日本船舶クラブに於て、140名余

の会員参加し下記により盛大に行われた。恒例による下半期各レース入賞艇の表彰、レース参

加者及び新入会員に対する記念品贈塁鳥羽パールレースの記録映画等、潮気に満ちた各催し

と共に、関谷会長に喜寿（77才）の祝として柏村画伯の力作が贈呈され、又オーナー間で奇

抜をフ・レゼントの交換が行われる等、海の仲間の和気あいあいたる楽しい一夕であった。偶を、

数日後にはシト・二一・ホバートレースに出場する注目艇「VAGO」の乗組員が出発するため、

武田オーナー九大儀見スキツパー以下クルーに対し、盛んな激励とシフ・レヒコールが期せずし

て湧き起り、日本ヨット界の意気軒昂たるところを示していた。

尚、新艇の紹介と新入会員に対する記念品の贈呈が幹事の不手際により時間なく省略したと

とを深くお詑び申し上げます。会合の次才及び会計報告は下記の通りです。

NORC関東支部冬期懇親会（於日本船舶クラブ会議室44.12.5)

式次矛

1．開会の詞（18．30）

2．下半期レース入賞艇表彰及びレース参加者賞授与

3．新入会員及び新艇の紹介及び記念品贈呈（44年8月1日以降入会者）

特別会員4名

正会員21名

準会員6名

4．関谷会長喜寿祝品贈呈

5．シト．ニーホパートレース参加艇「VAGO」激励及び記念品贈呈

6．鳥羽パールレ再ス記録映画の映写

7．特別会員相互のプレゼント交換

8．パーティー

9閉会の詞（21．30）

｡‐4－‐
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NORC関東支部冬期懇親会会計報告

実行委員長名和幸夫

収入

参加会費148名×1，300円 192，400

計 192，400

支出

会場借料（スクリン代含む）

飲食代

盛花代

心付

式次汁印刷代

消耗品代（リボン徽章、サインブック他）

一

０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
０
８

１
６
５
０
８
１

９
Ｌ
２
１
Ｌ

Ｐ

３１

計 146，230

差引残 46，170

一

2．クルーザー教室終了報告

44．9．20

海事普及委員落合公平

(1)受講者数14名

(2)講習内容

座学3回（18．30～21．30）8／14．21．28

実艇訓練3回（8／17＜8時間＞9／7．9／14．＜15時間＞）

－6－



(3)講習要目

・クルーザー入門心構。帆走理論概説o海上衝突予防法概説

・海上交通マナー・詩～卜の読み方･ﾁﾔｰﾄﾜｰｸo船位の求め方。航速計算。実技(･ﾛｰﾌﾟ

ﾜｰｸ10種、フイツテング・操舵、操帆oDFoクロスベアリング

oチヤートワーク、当直、投錨、抜錨）

(4)協賛艇6艇（延べ11挺）

8／17

天城

飛車角Ⅱ

SALMONH

REDSHARK

明日香

oLYMPusm

概況

9／7

明日香

oLYMPusm

9／14

REDSHARK

明日香

oLYMPusm

へ

前記内容、要目に従い施行した。内実艇訓練1回（8／31）は台風のため延期とたり、

協賛艇も予定が変更となったために不都合を生じ、結局「REDSHARK」「羽日香」

「OLYMPUSⅢ」の3挺のみで担当せざるを得ず、2日に分割して夜間帆走実習を行っ

た。参加者は例年になく少数であったに拘わらず皆大変熱心で活気のある講習に終始し得た

ことは嬉しい。既にオーナーである人、近くオーナーを目指す人、夫点に具体的計画を持つ

人が90妬を越え、必要から出た受講力惹欲の盛上りとなって表われたものと考える。充分

の成果あったものと確信する。

へ

3．′69年度第2回初島レース報告書

帆走委員長武田光弘

梅雨の合間をぬって行友われた本レースは幸い好天に恵まれ快調なペースで終始した。

レース成績は別表の通りであるが、本レースに関する主要データは次の通りである。

－7－



一

一

参加艇数：クラスⅣ17隻クラスV6隻計23隻

失格、リタイヤー：0隻

スター卜：69．6．2818．00フライングスタート

初島灯台をMAGOoに見た時刻:28B23．50.00～29日00.45.00

フイニツシユ:04.37.37～08.09.41

所要時間：10．37．37～14．09．41

気象・海象：初島付島で風おちるも全般的にSWの順風、天候は晴特々雲月は十四夜､

波良好

帆走状況：往路、ほぼ初島へ一本のクローズホールド

復路、ランニングないしクオーター

トフフ，ル：2件

(1)スタート直後「彩雲」か大網を避けんとして風下艇「MAUPITIM」

にルームを要求したが,｢MAUPITIII」はこれに充分左ルームを与

えなかったため、両艇力接触したもの。

「彩雲」からは抗議なし。

(2)｢MELUSINE」航海灯故潭のため点灯せず。

本レースに関し、特記すべき点は次の通りである。

1．本レースは参加しうる艇の資格力沙ラスⅣ及びVのみに限定されたNORCでも珍らしい

レースであるが参加礎数は23隻とかなりの数にのぼった。

これには比較的穏やかな条件での初島レースに面白みを感じて参加されたむきも多いと思

われる。今後ともこの種のレースを望む声は強いと予想される。

2．レース初出場の「CIMA」は日本ではじめて輸入されたCALだけに、皆の注目を集め

たがクラス3位、総合4位と予想通りの成績を収めた。今回のような気象海象条件では絶

好の艇と云えよう。

又「VELA」は参加,"23隻中下から2番目というT.C・Fにもかかわらず、TOP

艇からわずか10分遅れてフイニツシユし、修正時間で2位を6分離して総合優勝した。2

位以下の修正時間の時間差が’～3分であるから、かなり良い成績とみるべきだろう。叉今

－8－



回のレースではクラスVの2位か総合では10位であるから、この意味でも「VELA」の

活曜は光っている。

尚TOPから1時間以内にフイニツシユした艇は、なんと21隻に及んだが､余り時間差が

開かないコースであったとはいえ、驚くべきことであみ。今後レースに勝つためには艇技術

ともかなりのレベルに達していなければならぬとと亀改めて見せつけられた思いである。

3.｢MELUSINE」の航海灯が点灯していたかったことについて、2.3の艇から公式の

抗議か出ていたが「MELUSINE」からは文書により次の様な報告かあった。

「28B20.30頃航海灯のヒューズボックスにトラブルが有り、修理して21.45より再

び使用したが30分位で再びトラブルを起し、その後修理できたかったことを報告します｡」

69%NORC安全規則は、航海灯が点灯不能になった場合はあらゆる航路権の主張を停止

すべきことを定めているが、本件については、他艇より航路権を主張されたとして正式の抗

議の意志表示が無かったので、コミツテイーとしては同艇にペナルティを課さないこととし

《
｝

た。

1969′第2回初島レース会計報告書

帆走委員長武田光弘

収入

出艇申込料

申込遅延科

会員参加料

非会員参加料

24隻×2,000

3隻×2，000

75名×1，000

10名×3，000

48，000円

6，000

75，000

30．000

へ
合 計 159，000円

支出

本部運営費（食費、交通費等）

矛1回艇長会議借室料

シーポニア借用料（会議室、ハーパー）

テンタ．＝借用料

電話料（特設料金）

印刷費（帆走指示書、出艇表、表紙等）

消耗品代（燃科代）

雑費

24,005円

3，000

5，000

3，000

3，640

2，000

2,250

960

合 43，855円計

差引残 115，145円
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5．第3回初島レース（中止）報告書

帆走委員長岩田頑夫

矛3回初島レースは10月25，26日の両日、小網代～初島（反時計回り）で行なう予

定だったがレース、スタート時、天候不良のため中止した，。

以下中止決定に至るまでの経過を報告する。

参加艇状況

今回は最後まで参加艇数に変動が多かった。参加申込〆切日の10月6日までに申込んだ

のは23艇、矛1回艇長会議（10月20日）の最終エントリー時点で、取消4鱈遅延申

込6艇、計25艇（他に伴走1挺）、更にレース当日の25日には6艇が出艇取消を通知し、

最終的には19挺参加の予定となった。

10月25日の状況（レース本部、シーボニア・ヨット．クラブ）

〔出艇申告〕

15時からシーポニア．ヨット。クラブ受付けを開始、16時の〆切時刻主で征申告し

なかった艇もあった於悪天侯で準備に手間どっているものと見て、〆切時刻を少し延蝿

16時30分に最終的の申告を終了した。

当時海上は、NNW10～13”，／sec，波浪やや高く、雨。しかし天気図及び予報に

よれば、天候は回復に向っていることがわかった。

本州南海上を低気圧が東進中であり、との低気圧の通過後の好転は充分予測出来たので、

当初、才2回艇長会議は行なわない予定であったが、現場附近の天候は、必ずしも予報通

りの回復を見せていたい。

スタート時の18時（クラスⅡ．Ⅲは18時30分）瀝はまだ風雨とも残りそうであっ

たため、15時40分、艇長会議を召集することを決定した。

艇長会議は17時30分とし、その会議征おいて、スタート時刻を延期し、23時とす

ることを通告した。

なお参加艇も減少したため、各クラス|司時スタートとした。

〔その後の天候と中止に至るまで〕

相模湾内、大島北方、城ケ島西方10坐の海上にあった巡視船「のじを」による17時

－11－
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一

一

の観測では、「NNW13771/sec，最大瞬間18'm/sec時々突風あり、波浪の高

さ4'm」であった。

一方、回復に向うと見られていた天候は、少しも好転のきざしを見せず、かえ､って風雨

とも強まる傾向さえ感じられた。

21時30分、横浜測候所からのデーターによると、「急速に東海上にぬけると思われ

た低気圧は、その後房総南方で停滞し、今後4～5時間、足踏状態を続ける模様、海上は

20～2571z/SeC，波浪の高さ4m」であった。

その頃棄権を通告してくる艇もあり、また気圧計は1006mb(18時）から1004

mb(21時30分）と降下を示した。たんとか22時の天気図を取ってから後にレース

決行か中止に踏み切りたいと思ったが、これでは23時のスタート時刻との関連で時間的

花無理があり、中止を決定した。

中止にあたっては再度罐長会議を召集せず花“中止決定”のみを通告。ただちに、各艇

から確認の返事をまとめた。

しかし、小網代フリートの「飛車角Ⅱ」「TILD.E｣の2挺からの返答がとれず、再

度連絡を出したカミ「艇に人影力現え左い」と連絡係力侯って来た。

急のため24時室でレース本部を続開していたが、23時のスタート時刻にスタート地

点に向った艇も見えず、また、問合せもなかったので、10月25日24時をもってし耳

ス本部を閉鎖した。

なお、房総沖に停滞した低気圧は26日0400頃から北東進を再開それに伴って発達

も見せ0600挺は中心気圧996mbを言瞬した。

26日は早朝より;決靖となった。

一部に「廻去2年続けて中止となっているため、今回もあまり｛て神径質になり-すぎたの

では」とレース中止に対する批判もあった。

しかしへ25日夜半の天候を考えた場合“中止”は妥当であったと確信する。

－12－



1969年第3回初島レース会計報告

帆走委員長岩田頑夫

NORC関東支部

収入

出艇申込料29隻×2，000

遅延申込料6隻×2，000

58,000円

12，000

合 三十
口1 70,000円

支出

本部運営費（会費交通費等）

才1回艇長会議借室科

シーポニア借用科（会議室ハーバー他）

テンタ．－借用科

コミツテイーボート係船料（8日間）

印刷費（帆走指示書出艇表、表紙）

消耗品代（バッテリー充電科他）

（
｝18，570円

3，000

7，000

3，000

6,000

2，000

1，430

合 計 41，000円

差引残金 29，000円

29，000

金＝1，000円
29隻

一
返還

(注）特設電話は前回レース既設のものを延期使用につき度数料金と共に未支払

6．第7回小網代カツプレース報告

永 弘
一

邑

レースは11月22日（土）1000小網代湾口を矛一陣のクラスⅣが9隻、NNE約8

恥の順風を受けてスタート、30分遅れでクラスⅡ．Ⅲ13艇が無事スタート、大島廻航

（時計廻り）直線約68厘のコースを甲込28艇、内67KDNS，出走22艇で行はれたが、

－13ヨ
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小網代カップは千葉大学の好漢「くるしおI」か獲得した。

スタート時の気象はNE～NNE約7～8，，の順風が各艇を追手で大島方面に運び、レー

ス展開は大島迄のコースよりも、上りのコースで決着が付きそうな気象であり、特に数日前

迄の暖い日射しと違い、スタート前夜からは気温も下り、上りとなる夜間は乗員にとって厳

しいレース運びとなろう事は必至であった。

気象は22日早朝には九州南岸から鹿島難沿岸に前線があり、高気圧は東北々 部にあって

NEの風は相模湾全般に吹き渡り、レース日和としては風に恵まれてはいたカミスタート時

から夜間に至る迄で夕方の様に日射しは無く肌寒い海上であった。又22日昼すぎには台湾

南方にあった低気圧力四国と房総沖に進出し前線はレース中本州南沖合に張らればなしと左

b、レース本部の気圧計もスタート時1024mbであったか、進むにつれて下降線を取り

一抹の不安があったハ下降は緩1皇であった。（最低101717zb)

1525｢CIMA」かDNFで帰港スピンポールにトラブルを起したとの事であった

が、乗員の練度等を考えて早めの棄権であった。

レース艇はNE～NNEの順風を受けて、一路竜王崎を目指したが殆んどの艇か岡田港方

面の西へ若干流され気味であり、これは各挺プローチングを重ねながら徐々に西に流された

ものと思われ、竜王崎確認の上位置を出し竜王崎疋進出した、後発のクラスⅡ「MISS

SUNBl･RD」は早くも1501には竜王崎Sを通過、続いて少壮「KELONIAⅡ」が

4分差で通過した。優勝した「くるしおI」は竜王崎で「MISSSUNBIRD」に遅

れる事実に39分でありながらフイニツシユ時の差は18分と云う追込みを見せ「くるしお

Ⅱ」の上りのコースでの航海術、帆走術'廷のコンデションがいかに素晴しいかを物語って

いるo

又ファーストホームをLた「竜王」は「MISSSUNBl.RD」と小網代湾口でデッ

ドヒートの表秒の差でファースホームの栄冠を獲得したものであった。レースは竜王崎を

交（回）すと差木地～千波崎の間を全くの凪となり、「さがみI」に至っては追手のコース

で折れた全パテンキセールを降して新品を工作して入替る程で、錠によっては竜王崎へ向い

てしま,へしばし停船（戦）する有様で、ここでレースは再スタートの様相となった。いよい

よレースは山場である千波崎からの上りのコースとなり涯長、ナビケータの腕の見せ処とを

～14－



るが‘好漢「くるしおI」は素晴らしい航海術を見せ、確実なタツキングを繰返し理想的な

勝ぶりを見せてくれた。

叉ファーストホームをした「竜王」も東京湾口、沖の山東側の好位置から上り上手を見せ

てくれた。参加艇中唯一のセールNO100番代の老兵「さがみI」は殆んど「竜王」と同一

コースを引き友がら10位に終り、上りであと一吹の不足力悔まれた。

レースは大島を離れると風は弱まり単,々とした上りのレースとなったため、早めにレース

終了する事が出来た。

レース中にあった事故は「CIMA」のスピンポール金具の破損、「さがみI」のスピン

ポールがシートから離れたために前方ライフラインスタンシヨンを曲げた事等が報告にあっ

た。

第7回小網代カツブレース会計報告

帆走委員長富永弘

収入

出艇申込料28隻×2,00056,000円

申込遅延科3隻×2，0006，000

会員参加料78名×1,00078,000

非会員参加料19名×3，00057，000

合 計

支出

本部運営費（食費、交通費等）

矛1回艇長会議借室科

シーポニア借用料（会議室、見張所、ハーバー）

テンダー借用科

電話科（特設料金度数科含まず）

印刷費（帆走指示書出艇表等）

消耗品代（乾電池、積層電池、他）

雑費

合 計

197,000円

20，210円

3，000

9,000

3，000

6，040

2，000

2,460

1，450

47，160円

差引残 149，840円

－15－
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7．下期シリーズレース等について報告

44年度神子元シリーズレース矛三戦は、11月16日、小網代一藤山田往復コースで開

催された。シリーズ参加艇22隻、他に神子元レース{て不参加礎によるフレント・シツフレー

ス参加14隻伴走5隻合計41隻か出走した。

前夜は20畑を越すと恩はれる強風とひどい雨があ外当日の天気が心配された狐午前

中は薄日がさして小雨のNE577z,，午後は晴れてSSW477@,と暖かなおだやかすぎる位の天

候となり、パーティーを考慮して決めた1530のタイムリミットにフイニツシユしをい艇

が9隻もあるのんびりしたレースにたった。

レースの経過は、クラスⅣグループ「VEGA」「SAMOAI」がよく走ったが

「VEGA」は神子元レース，．N、Sのため「SAMOAⅡ」がシリーズ5位に入る。ク

ラスⅡ．Ⅲでは「足柄」が快走し「竜王」をC・TIMEで約2分押えてトップ・をとり、通

算で3位に喰いこんだ。「竜王」「飛車角」は神子元レースの1．2位の得点を守りきってシ

リーズでも夫々1．2位を占めた。結局シリーズチャンピオンは「竜王」チャンピオンフラグ

は「竜王」「飛車角」「足柄」と小網代グループによって独占されたことはやはりがっちり

まとまって優秀左フリートの所舅艇はレースにもよい結果を示していると云うことで今後各

フリートとして考えなくてはならない問題である。

フレント・シツフ．レースではⅡ．Ⅲで「RED.SHARKjか1.1.で1位、「BLUERIBBON」

か2．4．で2位を獲穏Ⅳ．Vでは「明日香」が12.で1位「SHARKX」が2.3.で2位の

カップを授賞した。伴走艇のうち「EPICUREAN」は東海支部からの特別参加でよい走り

を見せ乍らE・T、6．0218であまりよい結果を出せなかったが、チユヨニングか未完成

であることとあ重りの凪で実力を発揮出来なかったことと思はれる。他に「正覚坊」「フル

トラⅡ」の初参加があった。終了後シーポニアヨツトクラブで成績発表とフレント．シツフ・レ

ースの賞品授与か賑やかに行をはれた。

今年度はシリーズを含めて’0回の短距離ポイントレースが行はれた力晦日30隻以上、

最高41隻の参加があって非常に盛大であったことは大変喜ばしいことであるが、会費未納で

参加資格花欠けたり計測で問題があったり中に帆走技術の未熟から他艇莚損害を与えたりし

－17－
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一

一

たものがあったのは少々残念である。いつの時代も新しい人力来て多少の混乱があるのは避

けられないことだが、NORCの力でその混乱を少なく、今後もよりよいレースにして行き

たいと思う。最後にこのレースを無事征終ることか出米たのはシーポニアを始め各マリーナ

の協賛のおかげであり、毎回のレースにコミッテイーをひきうけてくれたメンバー各位に感

謝し童す。来年度の盛会を祈ります。

NORC関東支部1969年度相模湾ポイント・レース終了報告

NORC関東支部ポイント・レースは11月16日のレースをもって、1969年度レースは

日程通り全部完了致しました。

幸い天候にも恵まれ、又参加者もふえて特に大きな問題もなく完了することが出来ました。関

係者一同の協力に感謝し玄す。

会計報告は別紙の通りですが、これも予定以上の黒字にて終ることが出来ました。なお、参加

艇数は下記の通りでした。

春季ポイント（3回）91艇（2月～31礎3月～30礎4月～30罐）

大島シリーズ（2回)57j"(5月～29{"6月～28挺）

夏季ポイント（3回）102挺（7月～30挺8月～31挺9月～41腱）

神子元島シリ戸ズ
（含親睦レース2回）78艇（10月～37艇11月～41挺）
合

計328挺ロ

以 上

ポイント・レース運営委員会

森村讓二｜對根久

山崎達光野呂光尊

麻里真三

－18－



1969年度ポイント・レース会計決算報告

1．入金2．出金

春季ポイント182,000着零ポイント

大島シリーズ114,000大島シリーズ

シリーズ･エントリー・フイー25,000夏季ポイント

夏季ポイント232，500神子元シリーズ

神子元シリーズ156,000

シリーズ･エントリー。フイー27,000

０
５
５
０

０
（
◎
４
６

０
１
１
５
Ｆ

９
４
Ｏ
Ｌ

５
７
９
７

１
１

へ

合 計736,500円合計

残金(NORC本部納入金)241,630円

494，870円

註）1出金額疋はレース用備品購入費茎108，125を含む。

2夏季ポイント入金花は1968年度ポイント・レース残金受入れ茎28，500を含む。

NORC関東支部1969年度神子元島シリーズ／

ポイントノ・レース／親睦レース会計報告

昭和44年11月20日

レース運営委員会森村讓二

1．収入

出艇科＠茎2，000

10月37艇74,000円

11月41挺82，000

』ー

合 Ｌ
’

一
二
一
口 156,000円
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2．支出

イ）コミツテイー／運営関係費用

aコミツテイー経費茎900×2回

bマーク設置料＠1，500×3ケ所×2回

cヨツテル借料（’’月のみ）

dコミツテイー昼食代

eコミツテイー／運営委員打合せ費

f事務費コピー料等

gレース旗2枚

h通信／送金料及び運営委員会合費

合

口）表彰式関係費用

a力ツプ代

bパーティー費用

合

計

ユ

同I

ハ）その他

葉山鈴木氏ｲ鮴L(1969年後期分）

収入計156，000円

差引残

18，000円

9,000

3，000

2，400

3，274

2,010

1，000

1，596

40，280円

8，280円

20,000

28,280円

3，000円

支出計71，560円

一言

『可 84，440円

8．支部連絡事項

(1)講習会の閥桑内

運輸省当局は昭和45年7月1日より小型船舶の取締りを強化する方針を確立し、その

対象に補助機関付ヨットも含まれる模様なので、理事会及関東支部常任委員会としてはそ

の対策について種々検討した結果、，對東支部としては本協会の定款に基づく事業活動の一

環として、下記の様に講習会を開,崔致します。

大変重要な意味を含んでおりますので、会員各位は是非御参加下さる様期待致します。

－20－．



（尚小型船舶操縦士免状その他の問題については12月22日に開催されるオーナー会議

に於て議題､として討論される事と思いますから、各オーナーよりくわしくその模様をお

開き下さい）

◎場所船舶振興ピル10階

◎日時

記

1月20日18時30分～19時30分

「海事法令のあらまし」高村常務理事

同19時30分～21時30分

「海上衝突予防法について」田辺潔氏

（会員＝元航海訓練所教官日本原子力船開発事業団運航準備室）

2月24日18時30分～19時30分．

「海事法令のあらまし」高村常務理事

同19時30分～21時30分

「NORC安全規則について」近藤安全委員

3月24日18時30分～19時30分

「港則法について」高村常務理事

同19時30分～21時30分

「NORC外洋レース規則について」高村総務委員

4月21日18時30分～19時30分

「特定水域航行令その他」高村常務理事

同19時30分～21時30分

「NORC言噸l1レーテイング規測について」周東計測委員

5月19日18時30分～19時30分

「航海術について」高村常務理事

同19時30分～21時30分

「外洋ヨットの帆走征ついて」関根理事

－21－

へ

一



一

一

6月23日18時30分～19時30分

「運用術について」

19時30分～21時30分

「外洋ヨットの帆走について」

◎会費尚資料代その他実費として、各回500円の予定

昭和44年12月15日

。

｢句 村常務理事

関根理事

名和記

広告！

（1）近く舵社よりヨット及びモ一ターポート用万国信号書抜粋(NORC高村常務理事

編）「ヨット・モーターボートの信号の手引き」が出版されることとなりましたので

ご愛用をお勧めいたします。

(2)NORCでは近くヨット用ログプツクを印刷発行いたしますのでご希望の方はNO

RC本部にお申出で下さい。

定価等については追って発表いたしますo

､

、

－22－



Ⅲ東海支部

1．支部例会の報告

10月2日支部例会征於て70－71年度役員を次のように決定し玄した｡

。支部長角田博

･副支部長丹羽由畠

。事務長佐藤充弘（事務局員奥村道子）

o監査委員天野和茂

・鬼崎フリートキヤプテン水上健

・衣浦フリートキヤツプテン竹内佐知彦

。海事思想普及委員長
角田博（委員奥村道子）兼ポートキヤフ・テン

。レース委員長大橋郁夫

・計測委員長坂井繁之（委負水上健）

（〃榊原嘉男）

（〃大原信国）

（〃都築勝利）

o安全委員長今関康志（委負西脇良夫）

・水路委員長横山武司

・泊地対策特別委員長津端修二

。通信対策特別委員長伏原幹一郎（委員大橋善一）

〃佐を木忍）

へ

言‘

盛
等

罰
形夕一

2．常任委員会

11月6日支部常任委員会征於て下記の通り70年度のスケジュールが決定されました。

1月15日才1回伊勢湾ポイントレース（鬼崎）0900

22日NORC支部例会1800喜多八

24日矛9回海技教室（天測）1300～2100中小澤センター

3 1日〃〃〃

－23－
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2月5日NORC支部常任委員会1800総会1900喜多八

8日才9回海技教室（天測）0900～2100中小企業センター

15日〃0900～2100鬼崎ヨットハーバー

28日45年度会費納入期日

下旬小笠原視察

3月1日計測実施、安全検査実施（鬼崎)1000

5BNORC支部常任委員会1800喜多八

8日矛10回海技教室（一般）0900～1700中小企業センター

15日安全検査実施（鬼崎）’000

21日矛2回伊勢湾ポイントレース（鬼埼）0900

22日安全検査実施（鬼崎)1000

29日〃〃

4月上旬乗艦実習実施

4月2日NORC支部例会1800喜多八

12日計測実施、安全検査実施（衣浦)1000

19日安全検査実施（蒲郡)1000

26日〃（衣稿捕郡）’000

5月3日熊野レース0000-4/0000

10日計測実施1000

14BNORC支部常任委員会1800喜多八

6月4BNORC支部例会1800喜多八

7日矛3回伊勢湾ポイン;トレース0900

才1回衣浦ポイントレース0800

計測実施1000

7月5日計測実施1000f

19日烏羽し→ス0000－1200

8月2日計測実施1000

－24－



8月6日NORC支部例会1800喜多八

23日矛2回衣浦ポイントレース1200～1700

9月3BNORC支部常任委員会1800喜多八

6日計測実施1000

13日ネーピイ．カツプレース0000－14／0600

20日衣浦レース0700-1200

10月1日NORC支部例会1800喜多八

4日計測実施1000

10日伊良湖レース（各フリートごとに実施伊良湖フイニツシユ）

11日伊良湖ミーティング空海協同救難演習

11月5日NORC支部常任委員会1800喜多八

8日野島レース0000～1700

15日計測実施1000

29日矛3回衣浦ポイントレース0800～1600

12月3日年末例会・年度表彰式1800主税町クラブ

へ
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フリーマントル入港46年1月25日出帆2月4日1，800塁

シト・二一〃2月22日〃3月2日520淫

ブリスベーン〃3月8日〃3月18日1,600"

ラバウル〃4月4日〃4月24日1,200"

グアム〃5月6日〃5月16日1,400"

衣浦（キヌウラ）〃6月1日

なお今後の補給の依頼について支部では、N、Y.K南米航路職およびケープ．タウンで

遣欧練習艦隊の「香取」（45，6横須賀発）ならびにフリーマントルで南極観測隊の「ふじ」

（45’’東京発）を予定、手配している。

4．レース委員会より

9月14日ネーピイカツプレース成績

艇名

EPICUREANI

AYA

しやち

いせ

PETITPRINCE

NAVYBLUEI

QUERIDA

11月2日野島レース

艇 名

BUCCANEER

AYA

零

しやち

QUERIDA

NAVYBLUEI

－26－

順位

’ネービイ賞（舟識）

2

3

4

，．N･F

D．N･F

D．N･S

順位

，みなはや賞（アンカー）

2

3

リタイア

，．N･S

D．N･S



11月2日の野島レースを最後に支部の全レースを終了し、レース表彰弍は12月4日附

東海銀行主税町クラブ・に於て盛会淫淀行われた。

なお年度敢闘賞は新鋭の「しゃち」に贈られた。

支部年間成績表

順位 支部主催レース ｜順位 鬼崎フリート主催レース 順位 三河湾フリート主臘/滝ス

1位

2

3

4

4

6

6

6

9

AYA

しゃち

NAVYBLUEI

EPICUREANI

PETITPRINCE

QUERIDA

B,UCCANEER

いせ

零

LuNAm

36点1位

282

273

234

235

126

126

127

108

5，9

しゃち41点1位AQUAIMRINE

EPICUREANI392零

PETITPRINCE373ちどb

AYA324う域みH

LYRA28

NAVYBLUEI23

いせ23

うずしお14

LUNAM7

ALBATROS'5

9点

7

6

3

へ

10

NORC東海支部レースに関するアンケート結果（回答51通）

問1．あなたはNORC蔚毎支部のレースに興味をお持ちですか？

’47A興味あり940％

･興味なし｜ヨ‘･妬
へ

問2．レースの回数は年間どれくらいが適当か？（現4回）

A3回以内

B4回

C5回

D6回以上

％
妬
妬
拓

６
４
９
９

８
０
６
３

３
３
２

４
４
７
１

１
１
１
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問3．季節は何月がよいか？（問2.の回数だけをつけてください）

4．6％

4．2

7．4

8．4

14．0

’3．0％

6．5

9．3

12，1

10．2

3．2

月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６

月
月
月
月
月
月

７
８
９
０
１
２

１
１
１

０
９
６
８
０
４

１
１
１
３
１

８
４
０
６
２
７

２
１
２
２
２

’6．5

一

問4．レースの距離はどれくらいがよいか？

A30海里以内，14

B30～40海里18

C40～50海里22

D50海里以上|21

’8．6％

24．0

29．3

28．0

問5．コースは？

A三角レース

B湾内レ員ス

c湾内～外洋

，外洋

Eその他

’6．4錫

23．2

39．4

20．5

0

２
７
９
５
０

１
１
２
１

宴L

a海事思想普及委員会より

海事思想普及委員会では、大洋における航路選定のために昭和5年刊行され、今は廃版に

左っている〔大洋航路誌〕より〔帆船航路〕篇を複製出版しました。この冊子は支部特別会

員の方には無料で配布しますが、その他希望者は1冊150円で分けますので支部事務局ま

で申し込んでください。

－28－



6．第9回海技教室のおしらせ

1月下旬から2月上旬症かけて矛9回海技教室（天測講習会）を下記の通り行いをす。参

加希望者は12月30日までに会費3，000円を添えて支部事務局まで申し込んでください。

記

日時・場所1月24日（土）1300～2100中小企業センター峰鐵室天文一般

1月31日（土)1300～2100〃天則計算

2月8日(B)0900～2100〃魂l言博

2月15日（日)0900～2100EI奇ヨットハーバー慧支･終了諏食

7．支部通信対策特別委員会より

/fNORC東海支部では年初よりヨットにおけるアマチュア無線通信花ついて研究、実験

をつづけてきた。このほどその結果をとりまとめた力､通信能力か甚だ大きいので一刻も

早く普及すべきものと結論をえた。

使用周波数壮144.72MHZと決定、その普及のため所属艇塔載無線機に装着する水

晶発信子を支部において一括購入し支給することとした。（支給基準は別に定める）

因に144.72MHZの72は無線通信の略記号としてdGPEACEANDFRIENDSHIP''

を意味している。

ロ通信対策特別委員会の唱和45年度計画

（1）ヨット用アマチュア無線通信の基地局として、とりあえず鬼崎ヨットハーバーを常置

場所とするクラブ・局を開局する。

（2）支部メンバーにアマチュア無線伎士の資格取得をすすめ、受験講罫試験等について

の情報を提供する。

（3）支部所属艇に2mバンド･(144MHZ帯）無線機の塔載を推進し、144.72MHZ

の使用を奨励する。

（4）無線由信挺ついて適正な運用マナーを育成する。

（5）ヨット用特定信号（号筥旗流その他簡単な通信手段による）を制定し、信号表を作

成配布して、その普及をはかる。

－ワQ－
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8．ハ｢CIIITAⅢ」の行動

「CHITAmjは現在ポルトガル領チモール島を出港し、パラオ諸島に向けて航海中です。

乗員は吉田弘明艇長戸塚宏、日比正光の三名です。全員元気で航海を楽しんでおります。

今回はアマチュア無線21MCで、定時交信を行なっており、「CHITAⅢ」の動行もよくつ

かめており玄す。今後の予定は12月20日頃パラオ諸島到看

1月10日出港

1月下旬ホンコン至晴

3月21日チヤイナシーレーススタート

4月上旬マニラ出港

5月台湾、沖繩を経て帰国

の予定です。

チヤイナシーレースにメンバーか不足しておりますのでよいクルーをさがしています。

又隅谷洋一君かﾀﾞーウィン（オーストラリア）より下船し、リ帝国致し室したので、彼の持

ち帰えつたログより今迄の航せきをピックアップしました。

CHITAmfromHonolulutoDarwin

Jully23rbNov.5th

リポート隅谷洋一

（時間、日付は、すべて現地時間）

7月23日オワフ島ホノルル・ハワイヨツトクラブ出港

0745スタート（ワイキキビーチ沖：ハナレイレース）

タ・イヤモント．ヘット・沖を折返しカヮイ島ハナレイヘ向う。

2000オワフ．バーバスボイント通過

24日午前カワイ島ハナレイ湾沖フイニツシユ

26日1530ハナレイ出港

27日夕方ホノルルアラワイヨツトハーバー入壗ワイキキヨツトクラプに紡う

8月1日1000ワイキキヨツトクラブ前出港

－30－



2100カウマラツプア港（ライナ島:DoIeパイナップル社所有）

入港

8月3日0605カウマラプア出港

無風の為全航程機走

1015マウイ島ラハイナ入港

5日063Oマウイ島ラハイナ出港、同島を離れるも風速40ktをこし、

引き返す。

1130同島ケオネアイオ付近に錨泊（転流及び海峡の風の静まるのを

待つ為）

2115揚錨、出帆

6日1030ハワイ島カイルア港入港

8日1015カイルア出港南下

◎との間ENEよりSEの風、風速約20kt、晴れ、時々スコール、

正午気圧1013mb，30'Co

17日0850英領フアニング島ランドフオール（向島はオーストラリア

Burus-PIhillipesCo所高コブラを生産人口500)

13151司島ホエールハーバーに投錨戸塚、隅谷泳いで上陸

1400揚錨

1525壌礁の切れ目より礁湖内イングリッシュハーバー入港、錨泊

20B1210出港アメリカンサモアに向う

深夜赤道通過、南緯に入る

◎この間ENEよりESEの風約15kt，晴ないし曇りスコール多く

時に雷を伴う。（今航始めてスコールで体を洗う）正午’0'3

mb33$

31日0820マンナ島ラント・フォール

1740イ錠開始

9月1日0420帆走開始

－31－
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9月1日0730アウヌウの間を抜ける。この頃より雨となり視界悪し

0930名物の激しい雨の中、サモア諸島米領ツツイラ島パゴパゴ港

入港、投錨

レイバーズデイで諸官庁休み、手続及上陸は2日となる。

8日1430抜鎬パゴパゴ出港

9日1130西サモア共和国ウポル島アピア入港

12日1120アピア出港フイジーに向う

◎この間SSW～SEの風11～16kt，正午1017mb，30℃

13日中にデイトライン通過

17日1430サウスケーフ・通過暗備也帯に入る。本日より東経に入る。

18日1400オバラウ島とヌガウ島の両西端見通し通過

19日0600機走開始

0750尭頂フイジー、ウイテイレプ島スウア入港ロイヤルスウアヨツ

トクラプ前に投錨

29日1150スグア出港、ニューベブリデスに向う。

◎この間SE～SSEの風6～10kt(但し10月2日のみNNW，

15kt，1014mb)晴又は曇り、スコール多し、正午

1017mb，32℃途中二度日本のマグロ漁船と会い、二

度目の時は、カツオ2本差入れられる。

10月4日0600ロペリ島ラント・フォール

5日0745ダイアモンドパツセージ通過

0800パリクロ港に投錨、日曜の為入国仕沫ず、終日艇上たて麹庸

（英．仏共同統治ニューヘブリデス諸島、エスプリツサント島）

6日朝通関、入国後南太平洋漁業桟橋に紡う°

10日1350パリクロ出港ニューギニアに向う。

◎この間ESE～Eの風10～16kt，1016mb，32'C

飛魚多く、17日朝デッキ上に38匹を記録
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10月20日1315パシリスクパツセージ通過

140Oポートモレスビー入港（蒙領ニューギニア）

1430パプアヨツトクラブ前に投錨

25日0715ポートモレスビー出港

26日夜、北へ流され、フライ河河口（水深16m）にある模様の為セールを

おろし漂泊、天気悪く天測困難

27日昼近く、トレス海峡入口付近に達する。ENEの風つのり、20kt近く

なる。

1305ダルリンベ島通過

1700ウオリアー島に近ずき、同島西に錨泊

28日1300ポール島265o6M

夕方、難所トレス海峡を抜ける。終日ENE，20ktをこ

し、全員オンウオツチ

29日風落ちる

◎この間風ほとんどなく、デイラン約30M，正午1013～4mb

35℃

’’月4日メルピル島、バサースト島通過、風なく、潮早し、ワニがいる模様。

5日朝、オーストラリア．タ．－ウイン入港。

Ⅳ京都支部

（記事をし）

V内海支部

1．大阪湾横断レース

会田督

台風12号。13号カミ日本列島を覆っているとのニュースに不安を覚えつつ、10月5

日のレース日を迎えた。当日は、空がよく晴れた、絶好のレース日和にたりコミテイー同、

－33－
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ようやく胸をなで下しました。だが、台風接近の報道のせいか、参加艇が少左かつたのは残

念でした。

レースは060O須磨ヨットハーバー港外の突堤と、コミテイボート「アルテミス号」を結

ぶスタートラインを、スタートした。風速3～4”、NNEの風を追手に受け、各礎いっせ

いにスピン・ネ画カーを華々しく開いた。須磨より真南に当る。フイニイシユラインの淡輪

黒埼港へは、その左室の風向で、大阪湾の真中当りで、一時風か落ちたが、スピンネーカー

のレースを終始した。この季節のこのレースはいつも、追手のレースに左ろ。ランニングば

かりのコースはいささか単澗である。今后コース花一工夫致したい。

玄クラスのNu，1艇「又玄」が先頭を切り、「Y19．テンコチ」「ドント．ロ」「5．7m

JOGVIVA」が続いた。7.5mスルーフ．「菊」はセール・トラブルにより，．N・Fo

例年このレースで活踵するY19の「卜・ルフインⅢ」「ボレアス」が参加し左かつたのは

淋しかった。

レース終了后淡輪黒崎港に集合した各艇は、レース報告書呈出后接戦だったので、それぞ

れの戟積を気にし、修正時間の算出を待ちかねていた。

成績は下記の如くなった。

へ

順位修正タイム

nms

3，29．59

艇名 艇長 所要時間着時間T、C，F、

h7泌

444

5．03．20

長
久
尾
＝ヒ
ロ

②又玄 738 10．44．00

沼
仁
田
志 ①ﾌーンコチ ０

’
０

２
２
３
４
０
０
１
１
１
１

3．27．25638
一

前田豊一 ③

軽クルザー

①

ドント．ロ 3．31．45．04．20700

荒川勝彦ピ．（ 5．05．1011，05．10

’菊 山城博己 ，．N･F一

I

次回のレースは11月1日～2日高松レースo11月23日幡磨難レース（オーブンレー

ス）を行い室す。多数硬の参加をお願いします。
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Ⅵ西内海支部

1．会費納入状況について

特別会員’4名中未納者6名

正会員26名中未納者9名

計15名の方が未納征なっています。本当に淋しい気がしますNORCの趣旨に賛同し共

にヨットに興味を持つ同志として交友を深めていたのに残念でたまりさせん。今からでもお

そくありません一つ納入方おねがいし注す。

1

へ

2．支部会員の皆さまに

田中敬一氏と夏より色々考えまして会員忙何か記念になるものをと現在業者に依頼してま

すのは西内海支部を象徴する箔です。会員には一ケづつ配布しますのでたのしみにしていて

下さい。

3．広島、別府、泊地について

瀬戸内海を西下するヨットがふえてきています、それで泊地に困られる方か多いようです

のでお知らせします。

今広島は安芸の宮島を正面に見る地点景色のよい所に海楽園ヨットハーバーがあります。ハ

ーハーマスターは会員の岩田行史氏です。NORC登録艇であれば大歓迎だそうですので

宮島広島観光には是非御利用下さい。

広島県佐伯郡大野町宮島ロ電話08295－6－0316

へ

_健一｜--ﾄ瀞－ 山一-催停倍些-陽4－トーﾄﾚ線十$-;！、’’‘：！
一
国
一

一
一
一
一
一
一

－－－－~-へ画_冨蟄三掌
I当---,=狸.ノ

’,宮島競艇場

、毎一華扇一一フ

↑層識菫r"電
仙‐~一~一
重重堂睾ごど皇と===二､～

N

1
海楽園ヨツトハ

、

広
島
湾

--ノく一

一一一一一一

戸 I
I

／
、

、
、

島 ノ
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△別府は市内の中央北浜にヨットハーバーがあります。水深もあり交通の便が良く最良です。

大きな艇も2．3泊地に利用したことがあります。ハーバーの横のホテル「二条」には会員

の松野亘秀氏が色を便宜をはかって下さいますので個別用下さい。

別府市北浜2丁目14－18ホテルニ条内電話0977－2－5907
7

別府
豊 ，』』111線'11‘:§‘､；：；！

(Iﾌノ
街

口込

大 通り←大分へ

北浜

－|可
ル
条
一陸

一一

一
バ
ー

一
、

Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
〃

ヨット

Z___/

N国際観光港
別府湾

Ⅶ会員及び登録艇

1．会員及び登録艇の現状
一、／，
ノ2.]/

、$)1L"
L一一

I12月1日現在

d十瓦[|薑蟇艇’準会負 TOTAL特別会員 正会員

関東支部 177758543 46169
一

東海支部 326 13332 95

京都支部 44 1614 29 1

内海支部 3933 108
戸穴

ひ0 19

西内海支部’’31

『。『ハヒ｜‘‘Ⅲ’
０
４
１
７２

27 4013 0

’1083750 72

身
一
之

フ
ー
そ
う

。
一一

望
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2．会員の異動

(a)住所変更

’ ’
|I
〒氏名 所

ロ

ヨNa〆、 住会

関東支部 1

特別会員

０
１
５
一
一
ワ
〕１

２
２
町
町
郷
佐
浦
須
市
市
賀
保
須
世
横
佐‘,“。”ゞ篭隠

6642坂脇

グリーンヒル15号

’
７
２
７
６
５
１
４
４
２
６
３
９
５
３
１
６
１

６
５
２
３
８
．
４
６
５
５
５
６
７
１
３
２
７
８

１
１
２
２
２
２
１
１
３
１
５
９
－
２
２
４
‐
１

郎
雄
平
夫
志
久
次
登
悟
人
典
銘
二
通
治
巖

陽
信
宗
泰
安
富
賢
成
武
文
彩
光
雅
健

口
貝

会
東
吉
閑
山
藤
嵐
藤
玉
井
田
山
本
山
服

十

正
坂
福
後
羽
本
五
神
児
宮
岡
奥
李
関
山
横
神

｛
（

坂東

福吉

後閑

羽山

本藤

五十嵐

神藤

児玉

宮井

岡

奥田

李

関山

山本

横山

７
２
７
６
５
１
４
４
２
６
３
９
５
３
１

６
５
２
３
８
．
４
６
５
５
５
６
７
１
３
２

１
１
２
２
２
２
１
１
３
１
５
９
－
２
２

郎
雄
平
夫
志
久
次
登
悟
人
典
銘
二
通

陽
信
宗
泰
安
富
賢
成
武
文
彩
光
雅

東京者B杉並区成田東4－16－20

〃目黒区原町2．－2－10

横浜市緑区つつじケ丘5－1青葉寮

〃金沢区平潟町75－12－1－305

佐倉市上静1804-35

横浜市旭区上川井町2278

束京謡P野区中野1－61－3鼬マンション204号

〃世田谷区下馬5－7－21

埼玉県北足立郡新座町西堀33

東京都世田谷区桜上水2－22アミート1－3

池田市緑ケ丘2－2－10藤蕊品(株)池田寮

福島県双葉郡浪江町広町7－3

横浜市港南区下永谷640－10

憤浜市神奈川区白楽17川口荘8号

東海市名和田池東2－3坪井工業名古屋寮

三崎市下連雀9－5－1泰成マンション

東京者B杉並区成田東4－16－20

〃目黒区原町2．－2－10

横浜市緑区つつじケ丘5－1青葉寮

〃金沢区平潟町75－12－1－305

佐倉市上静1804－35

横浜市旭区上川井町2278

束京謡P野区中野1－61－3鼬マンション204号

〃世田谷区下馬5－7－21

埼玉県北足立郡新座町西堀33

東京都世田谷区桜上水2－22アミート1－3

池田市緑ケ丘2－2－10藤蕊品(株)池田寮

福島県双葉郡浪江町広町7－3

横浜市港南区下永谷640－10

憤浜市神奈川区白楽17川口荘8号

東海市名和田池東2－3坪井工業名古屋寮

三崎市下連雀9－5－1泰成マンション

69－072

6001

68－913

96－003

69－014

69－007

68－914

68－937

69－115

7783

69－057

6631

7874

7820

68－884

5553

へ

健治’476

畷181神服

準会員

69頁133三

68－977墨

石利光

芳郎

都下北多躍郡久留米町大字下里1333－1－2

岐阜市若宮町2－22

８
０
８
０
１
５

西内海支部
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(b)会員間の異動

’
l1
l ｜ 所属艇支部名 会員Na 氏 ,ク

ロ

（特別会員より正会員へ）

吉
由
愛
朗

勝
晴
治
司

谷
田
村
木々

守
山
木
佐

０
６
２
７

４
９
９
１

２
７
１
７

関東支部

〃

内海支部

西内海支部

DAMOI

砥王

|蔓々的

（正会員より特別会員へ）
ニー

(676)FURUTORAI

Ｉ
で

ＩＡＲＯ

汀
毘
Ｎ
Ｎ

ｌ

Ｏ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｂ

弘
即
弘
旧
Ｂ

ＵＦ

Ｓ
旧
Ｓ
Ｒ
Ⅱ
Ｒ
Ｉ

１
／
、
ノ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ⅲ
美
Ａ

弥
Ｔ
Ｅ
Ｊ
Ｅ
船
城
ｌ

珍
町
Ｅ
Ｎ
Ｕ
風
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｈ

６
４
７
８６
６
〃
ヵ
Ｏ
山
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ

く
／
Ｉ
さ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
潮
智
Ｎ
Ｂ
Ｎ
天
Ｈ

浜

彪
一
Ｊ
郎
元
孝
博
雄
範
潔
二
悟
丈
勉
寛
夫
矩
嚢
蔵

へ
一
士

公
負
愛
純
冨
泰
光
敬
宜
康
信
勇

会

井
黒
正
藤
野
間
木
烏
田
藤
山
藤
田
田
辺
山
井
庭

ｂ

今
小
よ
遠
浜
本
村
大
長
佐
関
島
斎
須
内
渡
狭
吉
中

巨
貝

今
云
一
９
２
９

“
皿
準
頚
巫
坐
邪
調
、
即
私
蛇
叫
”
”
諏
諏
卵
加

１
６
／
８
８
８
６
７
８
８
８
０
０
０
８
６
１

６
７
７
７
６
６
７
７
７
－
一
一
７
６

８
８
８

６
６
６

関東支部

〃

今 井彪

小黒公一

４
１
０
１
１
６６ (684），毘

浜弥

〃

さがみⅡ

CONTESSAH

BLUERIBBON.

CONTESSAI

BLUERIBBON

潮風Ⅲ

智美

NADJAI

BLUERIBBON

NADJAI

天城

HIHI

関東支部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

へ

〃

〃

〃

〃

〃

京 都支部

内海支部

」
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(c)会員名簿訂正

|会員Ⅲ‘｜氏名’ 変更事項

関東支部

(特別会員）

|“。．
’渡辺修治

自宅TEL(045)622-0484

自宅TEL(09562)3-7517

３
２
２
１
４
０
３
４

(正会員）

‘'-,,，羽山泰夫|自宅『［ヒ（,‘，)'‘ｴー‘‘，，
69－007五十嵐富久日本電子（洙）開発部材料研究室（0425）43－1111

68－0914神藤賢次自宅TEL呼(369)5367

68－0940宮森和美

69－079三船清治横須賀市舟倉町880加藤ボートエ業内

69－012小野寺文雄横浜市南区宿町2－30旭メッキ内

"-』‘‘‘,添＆就正|勤務先γ‘‘(,,,),』』,
（東海支部より移籍）

４
０
５

３
７
１
４
９
２
０

０
０
９
９
７
１
０

０
０
０
０
０
０
１

（
一
一
一
一
一
｝

９
９
８
８
９
９
８

６
６
６
６
６
６
６

へ

|内田建也’名古屋市南区松下町3－1（611）27O石川島播磨重工業船舶設計二課(611)3111

1

内385
内田建也164

内海支部

125 野本謙作大阪府阿倍野区帝塚山1－14（06）652－4931

21 猪上忠彦フリート（西宮）卜･ンﾄ･ロI

36前田豊一〃〃〃

113 佐藤征司早川電機宣伝部（西宮）卜･ンドロ，

'40谷中宏延神戸信用組合〃〃

へ

西内海支部

17｜佐々木司朗広島市役所建設局土木部公園緑地課（452）2111

内361

佐々木司朗 広島市役所建設局土木部公園緑地課（452）2111

内361
I
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3．新登録艇の紹介
－

ｾirﾚi艇名|R|G|ｸﾗｽ
｜

’
支部 LOA×LWL×B×． フリートオーナー

需扇1-面15？B能BON
676古虎

677AOLELEW

67'Pk:Vﾑi
680太郎
〆〆

68lしようがく坊

682BAM"Q
LUCK

683PUFFI

684毘

245零

関東 YIm18,540×7.800×2700×1.450

sV6.206×4.900×2．054×1.350

〃Ⅳ9．070×6.710×3.020×1，350

〃〃7．490×6．100×2．300×1．550

〃〃23ノ00〃×

〃〃7．490×6100×2．300×1．550

"V6.100×5.300×2.050×1．300

〃Ⅳ7．490×6．100×2.300×1．550

"V6.500×5．400×2.040×1．400

"V6．200×4．900×2.054×1．350

二＝

空

今井彪｜横浜

向井七男叫油壺

天野Ⅲβ光|諸磯
『

浜尾洋一江の島

神保禾地諸磯

吉竹力〃

本濁武男〃

小黒公一

古僑武雄鬼崎

塩見勝茂

姫石正行i広島

へ

東海

内海

西内海

〆

6321ひろ｜〃｜Ⅳ’7“0×6ﾕ00×2367×1550

831cREATIvEI|"IVI6.250×5.650×2.600×1．200

あ とがき

今年こそは、このニュースも味のある感じのよいものにしたいと思いましたが、ついた変り

映えし左いま左また新しい年度を迎えるととたたり蚕した。

次のニュースから横綴じといたしまして新会員を名簿に綴込み易くいたします。多少ご意見

のある方も居らるることと思いますかご了承を願います。

これからは新らしい事務所で気兼ねたく事務が執れることとなり室したので、会員の皆さん

も、お立寄りにたってよきニュース発行のため、よきご意見をお寄せ下さい左すようお顔いい

たします。
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